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Ⅰ 始めに

１ 地方公会計の整備について

地方公共団体における予算・決算に係る会計制度（官庁会計）は、予算の適正・確実

な執行を図るという観点から、確実性、客観性に優れた単式簿記による現金主義会計を

採用しています。

一方で、財政の透明性を高め、説明責任をより適切に図る観点から、単式簿記による

現金主義会計では把握できないストック情報（資産・負債）や見えにくいコスト情報（減価

償却費等現金の動きが伴わないコストを含む）を捉えることも重要です。

地方公会計制度に基づく財務書類は、複式簿記による発生主義を取り入れることによ

り、官庁会計における「歳入歳出決算書」を補完する役割を果たすものです。

１ 目的

① 説明責任の履行
住民や議会、外部に対する財務書類のわかりやすい開示
② 財政の効率化・適正化
財政運営や政策形成を行う上での基礎資料として、資産・債務管理や予算編成、
政策評価等に有効に活用

２ 具体的内容（財務書類の整備）

３ 財務書類整備の効果

① 発生主義による正確な行政コストの把握

見えにくいコスト（減価償却費、退職手当引当金など各種引当金）の明示

② 資産・負債（ストック）の総体の一覧的把握

資産形成に関する情報（資産・負債のストック情報）の明示

総務省資料より

現金主義会計

◎現行の予算・決算制度は、

現金収支を議会の民主的統

制下に置くことで、予算の適

正・確実な執行を図るという観

点から現金主義会計を採用

発生主義会計

◎発生主義により、ストック情報・フロー情報を総

体的・一覧的に把握することにより、現金主義会

計を補完
<財務書類>

地方公会計
・貸借対照表

・行政コスト計算書

・純資産変動計算書

・資金収支計算書

企業会計
・貸借対照表

・損益計算書

・株式資本等変動計算書

・キャッシュフロー計算書

補

完

地方公会計の意義
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２ 本市の取組

平成 18年６月に成立した「簡素で効率的な政府を実現するための行政改革の推進に

関する法律（平成18年法律第47号）」を契機に総務省から地方公会計制度の指針が示

され、「貸借対照表」、「行政コスト計算書」、「純資産変動計算書」、「資金収支計算書」

の財務書類（４表）の作成が求められました。

この指針で総務省から「総務省方式改訂モデル」と「基準モデル」の２つの方式が示さ

れ、本市では平成 20年度決算から「総務省方式改訂モデル」により財務書類を作成・公

表してきました。

しかし、財務書類の作成は複数の基準（「総務省方式改訂モデル」、「基準モデル」、

「東京モデル」など）があることで市町村間を比較することが難しいなどの課題もあったこ

とから、平成 26 年度に総務省は全国の地方公共団体に対し、「統一的な基準」に基づく

財務書類を平成 29 年度（平成 28 年度決算）までに作成するよう要請しました。

本市においても平成 28 年度決算から「統一的な基準」に基づく財務書類を作成して

おります。
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３ 統一的な基準による財務書類の特徴

（１）発生主義・複式簿記の採用

発生主義会計を採用し、伝票単位で複式仕訳を行っています。

◆発生主義を採用することで現金支出を伴わないコスト（減価償却費等）を把握

することができます。

◆複式仕訳を行うことで資産等のストック情報が見える化されます。

（２）固定資産台帳の整備

固定資産台帳の整備が必須とされています。

◆固定資産台帳は、市が保有する固定資産をその取得から除売却処分に至るまで、

その経緯を個々の資産ごとに管理するための帳簿で、財務書類作成の基礎となる

補助簿の役割を果たすとともに、所有するすべての固定資産（道路、公園、学校、

公民館等）について、金額情報や減価償却情報、耐用年数等を記載するものです。

（３）比較可能性の確保

全ての地方公共団体が「統一的な基準」により財務書類を整備しています。

◆市町村間での比較可能性が確保されます。

平成27年度決算以前 平成28年度決算以降

総務省方式改訂モデルでは決算
統計データを活用して簡便的仕訳
で財務書類を作成

執行データに基づく日々仕訳又
は期末一括仕訳で財務書類を作
成
（発生主義・複式簿記の導入によ
り決算統計データの活用から脱
却）

総務省方式改訂モデルでは固定
資産台帳の整備が必ずしも前提と
されていない

固定資産台帳の整備を前提とす
ることで公共施設等のマネジメント
にも活用

総務省方式改訂モデルや基準モ
デル、その他の方式といった複数
の方式が混在

統一的な基準による財務書類等
によって団体間での比較可能性を
確保

統

一

的

な

基

準

固定資産

台帳の整

備が必須

比較可能性

の確保

発生主義・

複式簿記の

導入
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４ 財務書類の作成基準

（１）作成基準日

令和２年度で、令和３年３月 31 日を作成基準日としています。なお、出納整理期間（令和３

年４月１日から５月31日まで）における入出金については、基準日までに終了したものとして処

理しています。

（２）対象とする会計及び団体

財務書類は、一般会計及び特別会計からなる「一般会計等財務書類」、特別会計及び

公営企業会計を含めた「全体財務書類」、さらに出資団体等を含めた「連結財務書類」

の３種類があります。

※1 簡易水道事業特別会計は、地方公営企業法の適用により令和２年４月から水道事業に統合してい

ます。

※2 公益財団法人岡崎市体育協会は、令和２年４月から公益財団法人岡崎市スポーツ協会に改称し

ています。

一部事務組合
広域連合

外郭団体

普通会計 特別会計 ◇岡崎市額田郡模範造林組合 ◇岡崎市土地開発公社

◇一般会計 ◇阿知和地区工業団地造成事 ◇愛知県後期高齢者医療広域

連合
◇(株)岡崎情報開発センター

◇継続契約集合支払特別会計

◇国民健康保険事業特別会計 ◇(社福)岡崎市福祉事業団
◇額田北部診療所特別会計

◇後期高齢者医療特別会計 ◇(社福)岡崎市社会福祉協議会◇こども発達医療センター特別
会計 ◇介護保険特別会計

◇(公財)岡崎幸田勤労者共済会

公営企業会計 ◇(公財)岡崎市スポーツ協会

◇病院事業会計 ◇(公財)岡崎市学校給食協会

◇水道事業会計 ※1

◇下水道事業会計

一般会計等財務書類

岡 崎 市

全体財務書類

連結財務書類

◇岡崎駅東土地区画整理事業

事業特別会計
◇母子父子寡婦福祉資金貸付

清算金特別会計

◇農業集落排水事業特別会計

業特別会計

◇(株)岡崎さくら電力

※2
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①貸借対照表 令和3年3月31日現在

資 産（本市が保有している財産） 負 債（将来の世代の負担となるもの）

１ 固定資産 １ 固定負債

有形固定資産 地方債

無形固定資産 長期未払金

投資その他の資産 退職手当引当金

損失補償等引当金

その他

２ 流動資産 ２ 流動負債

現金預金 １年内償還予定地方債

未収金 未払金

短期貸付金 未払費用

基金 前受金

棚卸資産 前受収益

その他 賞与等引当金

徴収不能引当金 預り金

その他

負 債 合 計

純資産（これまでの世代が負担したもの）

純 資 産 合 計

資 産 合 計 負債及び純資産合計

②行政コスト計算書 令和2年4月1日～令和3年3月31日

a. 経 常 費 用

・業務費用

１ 人件費 職員給与や賞与等・退職手当引当金繰入など

２ 物件費等 物件費、維持補修費、減価償却費など

３ その他の業務費用

・移転費用 市民への補助金や児童福祉・生活保護などの社会保障給付

b. 経 常 収 益

使用料・手数料等

c. 純経常行政コスト（a.経常費用－b.経常収益）

d.臨時損失

e.臨時利益

純行政コスト（c.純経常行政コスト＋d.臨時損失－e.臨時利益）

５,１２５

年度末現在における財産（資産）と、その財産を形成するために要した財源（負債・純資産）などの残高
（ストック）を表しています。左側に資産、右側に負債と純資産を記載しています。

１年間の資産形成につながらない経常的な行政サービスの費用と、行政サービスの直接的な対価である
使用料・手数料などの収益を表しています。純経常行政コストは市税などで賄われます。

７

３７９

２２２

９４

Ⅱ 令和2年度決算状況

１ 地方公会計制度による財務書類（一般会計等）

財務書類（一般会計等）の対象範囲は、一般会計に特別会計（5会計）を加えたものです。
貸借対照表は年度末の残高（ストック）を、行政コスト計算書、純資産変動計算書及び資金収支計算書は１年

間の資産や資金の動き（フロー）を表しています。

５,５１１ 億円 億円

億円

７

１

１２１

-

０

億円

５,７３３

億円

億円

７３８

億円

１４

△１

１０８

３７

１４０

０

億円

億円

億円

億円

億円

億円

４

２２

億円

３

-

０

-

２

８４６

億円

億円

億円

億円

億円

億円

６７

５５７

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

４,８８７ 億円

５,７３３

１,５７１

６６４

２３３

４１８

１３

９０７

５６

５６

１,５１５

２

１

１,５１６

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円
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③純資産変動計算書 ④資金収支計算書
令和2年4月1日～令和3年3月31日 令和2年4月1日～令和3年3月31日

a. 前年度末純資産残高 a. 業務活動収支

b.純行政コスト（△） ・人件費、物件費等支出など

c.財源 ・税収等収入、国県等補助金収入など

税収等 業務支出

国県等補助金 業務収入

d. 本年度差額（b+c） 臨時支出

e.資産評価差額 臨時収入

f. 無償所管換等 ｂ. 投資活動収支

g.その他 ・公共施設等整備費支出、基金積立金支出など

h. 本年度純資産変動額（d+e+f+g） ・国県等補助金収入、基金取崩収入など

本年度末純資産残高（a+h） 投資活動支出

投資活動収入

ｃ. 財務活動収支

・地方債償還支出など

・地方債発行収入

財務活動支出

財務活動収入

d.本年度資金収支(a+b+c)

e.前年度末資金残高

f. 本年度末資金残高(d+e)

g.前年度末歳計外現金残高

h.本年度歳計外現金増減額

i. 本年度末歳計外現金残高(g+h)

本年度末現金預金残高(f+i)

貸借対照表の純資産が１年間でどのように増
減したかを表しています。純資産の増減は、将
来の行政サービスに対する蓄えの増減を意味し
ます。

１年間の現金の動きを表しています。その収支
を業務活動収支、投資活動収支、財務活動収支
に区分することで、どのような要因で現金が増減
したかが分かります。

４,８６２

△１,５１６

１,５４１

８３７

７０４

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

２５

-

０

-

２５

億円４,８８７

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

１４２

１,４１７

１,５６１

２

-

△１２５

２５０

１２５

２１

０

２１

９４

△８

６８

６０

９

６４

７３
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①貸借対照表 令和3年3月31日現在

資 産（本市が保有している財産） 負 債（将来の世代の負担となるもの）

１ 固定資産 １ 固定負債

有形固定資産 地方債等

無形固定資産 長期未払金

投資その他の資産 退職手当引当金

損失補償等引当金

その他

２ 流動資産 ２ 流動負債

現金預金 １年内償還予定地方債等

未収金 未払金

短期貸付金 未払費用

基金 前受金

棚卸資産 前受収益

その他 賞与等引当金

徴収不能引当金 預り金

その他

３ 繰延資産 負 債 合 計

純資産（これまでの世代が負担したもの）

純 資 産 合 計

資 産 合 計 負債及び純資産合計

②行政コスト計算書 令和2年4月1日～令和3年3月31日

a. 経 常 費 用

・業務費用

１ 人件費 職員給与や賞与等・退職手当引当金繰入など

２ 物件費等 物件費、維持補修費、減価償却費など

３ その他の業務費用

・移転費用 市民への補助金や児童福祉・生活保護などの社会保障給付

b. 経 常 収 益

使用料・手数料等

c. 純経常行政コスト（a.経常費用－b.経常収益）

d.臨時損失

e.臨時利益

純行政コスト（c.純経常行政コスト＋d.臨時損失－e.臨時利益）

年度末現在における財産（資産）と、その財産を形成するために要した財源（負債・純資産）などの残高
（ストック）を表しています。左側に資産、右側に負債と純資産を記載しています。

１年間の資産形成につながらない経常的な行政サービスの費用と、行政サービスの直接的な対価である
使用料・手数料などの収益を表しています。純経常行政コストは市税などで賄われます。

億円

７０

２ 地方公会計制度による財務書類（全体）

財務書類（全体）の対象範囲は、財務書類（一般会計等）に特別会計（5会計）及び公営企業会計（3会計）を加
えたものです。

７,８２９ 億円 ２,４５９ 億円

７,５５３

億円

１,４８３ 億円

３７億円

２０６

５６８ 億円

億円

１８８ 億円

０ 億円

７５１ 億円

２５７ 億円

３６９ 億円

２７ 億円

１ 億円

１２７ 億円

３１ 億円

１５ 億円

△２ 億円

８,３９７ 億円

- 億円

１３４ 億円

７１ 億円

- 億円

０ 億円

- 億円

２２ 億円

２２ 億円

８ 億円

２,７１６ 億円

５,６８１ 億円

８,３９７ 億円

２,４３５ 億円

１,０７３ 億円

３６４ 億円

６６４ 億円

４５ 億円

１,３６２ 億円

３６３ 億円

３６３ 億円

２,０７２ 億円

１２ 億円

５ 億円

２,０７９ 億円
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③純資産変動計算書 ④資金収支計算書
令和2年4月1日～令和3年3月31日 令和2年4月1日～令和3年3月31日

a. 前年度末純資産残高 a. 業務活動収支

b.純行政コスト（△） ・人件費、物件費等支出など

c.財源 ・税収等収入、国県等補助金収入など

税収等 業務支出

国県等補助金 業務収入

d. 本年度差額（b+c） 臨時支出

e.資産評価差額 臨時収入

f. 無償所管換等 ｂ. 投資活動収支

g.その他 ・公共施設等整備費支出、基金積立金支出など

h. 本年度純資産変動額（d+e+f+g） ・国県等補助金収入、基金取崩収入など

本年度末純資産残高（a+h) 投資活動支出

投資活動収入

ｃ. 財務活動収支

・地方債等償還支出など

・地方債等発行収入

財務活動支出

財務活動収入

d.本年度資金収支(a+b+c)

e.前年度末資金残高

f. 本年度末資金残高(d+e)

g.前年度末歳計外現金残高

h.本年度歳計外現金増減額

i. 本年度末歳計外現金残高(g+h)

本年度末現金預金残高(f+i)

貸借対照表の純資産が１年間でどのように増
減したかを表しています。純資産の増減は、将
来の行政サービスに対する蓄えの増減を意味し
ます。

１年間の現金の動きを表しています。その収支
を業務活動収支、投資活動収支、財務活動収支
に区分することで、どのような要因で現金が増減
したかが分かります。

５,６５０ 億円

△２,０７９ 億円

２２５ 億円

２,０９１ 億円

１,０８０ 億円

１,０１１ 億円

１２ 億円

- 億円

１９ 億円

- 億円

３１ 億円

５,６８１ 億円

２,１８９ 億円

２,４１３ 億円

３ 億円

４ 億円

△１８５ 億円

３４９ 億円

１６４ 億円

△１９ 億円

１３４ 億円

１１５ 億円

２１ 億円

３２７ 億円

２１ 億円

３６９ 億円

３４８ 億円

２１ 億円

０ 億円

8



①貸借対照表 令和3年3月31日現在

資 産（本市が保有している財産） 負 債（将来の世代の負担となるもの）

１ 固定資産 １ 固定負債

有形固定資産 地方債等

無形固定資産 長期未払金

投資その他の資産 退職手当引当金

損失補償等引当金

その他

２ 流動資産 ２ 流動負債

現金預金 １年内償還予定地方債等

未収金 未払金

短期貸付金 未払費用

基金 前受金

棚卸資産 前受収益

その他 賞与等引当金

徴収不能引当金 預り金

その他

３ 繰延資産 負 債 合 計

純資産（これまでの世代が負担したもの）

純 資 産 合 計

資 産 合 計 負債及び純資産合計

②行政コスト計算書 令和2年4月1日～令和3年3月31日

a. 経 常 費 用

・業務費用

１ 人件費 職員給与や賞与等・退職手当引当金繰入など

２ 物件費等 物件費、維持補修費、減価償却費など

３ その他の業務費用

・移転費用 市民への補助金や児童福祉・生活保護などの社会保障給付

b. 経 常 収 益

使用料・手数料等

c. 純経常行政コスト（a.経常費用－b.経常収益）

d.臨時損失

e.臨時利益

純行政コスト（c.純経常行政コスト＋d.臨時損失－e.臨時利益）

３ 地方公会計制度による財務書類（連結）

財務書類（連結）の対象範囲は、財務書類（全体）に一部事務組合等（2組合等）及び出資団体等（8団体等）を
加えたものです。

７,８６７ 億円

年度末現在における財産（資産）と、その財産を形成するために要した財源（負債・純資産）などの残高
（ストック）を表しています。左側に資産、右側に負債と純資産を記載しています。

２,４６５ 億円

億円

７０ 億円

２２５ 億円

６１６ 億円

７,５７２

４１１ 億円

２９ 億円

１ 億円

１２７ 億円

３１ 億円

１９ 億円

△２ 億円

- 億円

８,４８３ 億円

１,４８３ 億円

３７ 億円

１９３ 億円

０ 億円

７５２ 億円

２７６ 億円

１４５ 億円

７８ 億円

０ 億円

０ 億円

- 億円

２３ 億円

２２ 億円

８ 億円

２,７４１ 億円

５,７４２ 億円

８,４８３ 億円

２,７６９ 億円

１年間の資産形成につながらない経常的な行政サービスの費用と、行政サービスの直接的な対価である
使用料・手数料などの収益を表しています。純経常行政コストは市税などで賄われます。

１,１１９ 億円

３８８ 億円

６８２ 億円

４９ 億円

１,６５０ 億円

３９７ 億円

３９７ 億円

２,３７２ 億円

１２ 億円

５ 億円

２,３７９ 億円
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③純資産変動計算書 ④資金収支計算書
令和2年4月1日～令和3年3月31日 令和2年4月1日～令和3年3月31日

a. 前年度末純資産残高 a.本年度資金収支

b.純行政コスト（△） b.前年度末資金残高

c.財源 c.比例連結割合変更に伴う差額

税収等 d.本年度末資金残高（a+b+c）

国県等補助金

d. 本年度差額（b+c） e. 前年度末歳計外現金残高

e.資産評価差額 f. 本年度歳計外現金増減額

f. 無償所管換等 g.本年度末歳計外現金残高（e+f）

g.比例連結割合変更に伴う差額 h. 本年度末現金預金残高(d+g)

h.その他

i. 本年度純資産変動額（d+e+f+g+h）

本年度末純資産残高（a+i)

１年間の現金の動きを表しています。その収支
を業務活動収支、投資活動収支、財務活動収支
に区分することで、どのような要因で現金が増減
したかが分かります。

０ 億円

４１１ 億円

２,４０６ 億円

億円

△２,３７９

貸借対照表の純資産が１年間でどのように増
減したかを表しています。純資産の増減は、将
来の行政サービスに対する蓄えの増減を意味し
ます。

１,１２８ 億円

５,６９６

億円

１,２７８ 億円

２７ 億円

△０ 億円

１９ 億円

△０ 億円

０ 億円

４６ 億円

５,７４２ 億円

４１ 億円

３４９ 億円

３９０ 億円

２１ 億円

０ 億円

２１ 億円
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行政サービスは効率的に提供されているか ⑥住民一人当たり行政コスト

歳入はどのくらい税金等でまかなわれているか
（受益者負担の水準はどうなっているか）

３ 行政コストの状況

指標を経年変化や類似団体との比較分析をすることにより、全体の大まかな傾向を把握することができ
ます。ただし、分析に当たっては単年度に発生した取引の影響で大きく数値が変動する場合があること等
に留意が必要です。

４ 負債の状況

■ 指標について
令和3年10月12日付け総務省照会「統一的な基準による財務書類に関する調査について（照会）」で用

いられた指標を採用しています。

■ 類似団体平均について
比較分析の対象とする類似団体は、総務省作成の「類似団体別市町村財政指数表」の類型に準拠し、

本市は全国の中核市を類似団体としています。

令和2年度は令和2年度末における中核市60市のうち、令和4年4月8日現在、ホームページ等で財務書
類を公開している45市（岡崎市を含む）のデータから岡崎市が独自に算出しています。

平成30年度・令和元年度は令和3年10月12日付け総務省照会「統一的な基準による財務書類に関する
調査について（照会）」で取りまとめられた回答に基づき、総務省が算出したものです。（一般会計等の
み。）

平均値は、基礎的財政収支は単純平均、基礎的財政収支以外は加重平均です。平均値の下段のカッコ
書きは、類似団体における最小値と最大値を表記しています。

Ⅲ 財務書類からわかる指標

財務書類のデータによる指標を分析することにより財政状況を多角的に分析することができます。

住民等のニーズ 指標

将来世代に残る資産はどのくらいあるか
①住民一人当たり資産額
②歳入額対資産比率
③有形固定資産減価償却率

２ 資産と負債の比率

１ 資産の状況

分析の視点

⑨受益者負担比率

将来世代と現世代との負担の分担は適切か
④純資産比率
⑤将来世代負担比率

財政に持続可能性があるか
（どのくらい借金があるか）

⑦住民一人当たり負債額
⑧基礎的財政収支

５ 受益者負担の状況

11



単位：万円

① 住民一人当たり資産額 一般会計等 148.4 市全体 217.4
（ 資産合計 ÷ 住民基本台帳人口 ） 前年度指標 147.0 前年度指標 214.9

類似団体平均 150.4 類似団体平均 208.3

単位：年

② 歳入額対資産比率 一般会計等 3.17 市全体 2.78
（ 資産合計 ÷ 歳入総額 ） 前年度指標 4.05 前年度指標 3.15

類似団体平均 2.81 類似団体平均 2.51

（123.8～275.0）（94.3～218.6）

（1.70～5.73） （1.58～3.35）

指標の分析

一般会計等について、資産合計が30億円の増（＋0.53％）であったのに対し、人口が1,539人の減（△
0.40％）であったことから、指標は前年度対比1.4万円の増となりました。
本市指標は、一般会計等・市全体とも類似団体平均と同程度であり、住民一人当たりの資産規模は標

準的といえます。また、後述の「住民一人当たり負債額」が類似団体平均を大きく下回っており、過度な借
金に頼らずに資産形成できていることが分析できます。

指標の分析

一般会計等について、資産合計の増（＋0.53％）に対し、特別定額給付金給付事業に係る国庫補助金
収入があったこと等に伴い歳入総額が401億円の増（＋28.50％）となったことから、指標は前年度対比で
0.88年低下しました。
本市指標は、一般会計等・市全体とも類似団体平均を上回っており、このことは、過去に道路や公共施

設などのインフラ整備を推進してきたことが表れていると分析できます。

資産等を住民基本台帳人口で除して住民一人当
たり資産額とすることにより、理解しやすい情報にな
るとともに他団体との比較も容易になります。

※ 「住民基本台帳人口」は令和2年度は令和3年1月
1日現在のデータを使用しています（令和元年度は
令和２年1月1日現在、平成30年度は平成31年1月1
日現在のデータを使用しています。）。「住民基本台
帳人口」を使用するこれ以降の指標においても同様
です。

指標の説明

指標の説明

当該年度の歳入総額に対する資産の比率を算出
することにより、これまでに形成されたストックとして
の資産が、歳入の何年分に相当するかを表し、地方
公共団体の資産形成の度合いを把握することができ
ます。この指標が高ければ社会資本の整備に重点
を置いてきたことを表しますが、当該年度の歳入総
額で算出するため、指標の比較分析に当たって注意
が必要です。

100.0

150.0

200.0

250.0

H30 R1 R2

一般会計等 市全体

類似団体(一般) 類似団体(全体)

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

H30 R1 R2

一般会計等 市全体

類似団体(一般) 類似団体(全体)
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単位：％

③ 有形固定資産減価償却率 一般会計等 61.2 市全体 51.4
（ 減価償却累計額 ÷ （有形固定資産 － 前年度指標 60.2 前年度指標 50.4

類似団体平均 63.1 類似団体平均 55.7

単位：％

④ 純資産比率 一般会計等 85.3 市全体 67.7
（ 純資産合計 ÷ 資産合計 ） 前年度指標 85.3 前年度指標 67.8

類似団体平均 71.3 類似団体平均 60.9

一般会計等について、資産合計の増（＋0.53％）に対し、純資産の合計が26億円の増（＋0.53％）となっ
たことから、指標は前年度対比増減なしとなりました。
本市指標は一般会計等・市全体とも類似団体平均を大きく上回っており健全と分析できます。また、こ

の指標が高いことは、将来世代の負担割合が抑えられていることも意味しますが、一方で現世代と将来
世代の世代間負担の公平性に留意していくことも必要です。

一般会計等の指標値は50％を超えており、資産の老朽化が進みつつあると分析できますが、類似団体
平均は若干下回っている状況です。
一般会計等について、減価償却累計額が137億円の増（＋3.72％）となったのに対し、償却対象資産が

128億円の増（＋2.10％）であったことから、指標は前年度対比1.0％の増となりました。
本指標の特性として、適切な予防保全により長寿命化を図っても指標が上昇する傾向があります。指

標値を注視しながら、点検等により施設の実態を踏まえた対応を検討してまいります。

（43.9～91.6） （32.6～82.0）

指標の説明

純資産の増加は、現世代が自らの負担によって将
来世代も利用可能な資源を蓄積したことを意味し、
逆に純資産の減少は、現世代が将来世代にとっても
利用可能であった資源を費消して便益を享受する一
方で、将来世代に負担が先送りされたことを意味し
ています。

指標の分析

指標の分析

土地等の非償却資産 ＋ 減価償却累計額） ）
（50.6～77.7） （39.9～77.6）

指標の説明

有形固定資産のうち、償却資産の取得価額等に対
する減価償却累計額の割合を算出することにより、
耐用年数に対して資産の取得からどの程度経過し
ているのかを全体として把握することができます。

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0
H30 R1 R2

一般会計等 市全体

類似団体(一般) 類似団体(全体)

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

H30 R1 R2

一般会計等 市全体

類似団体(一般) 類似団体(全体)
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単位：％

一般会計等 9.3 市全体 19.3
（ 地方債残高(特例地方債を除く) 前年度指標 9.0 前年度指標 19.2

類似団体平均 16.5 類似団体平均 23.0

単位：万円

⑥ 住民一人当たり行政コスト 一般会計等 39.3 市全体 53.8
（ 純行政コスト ÷ 住民基本台帳人口 ） 前年度指標 27.9 前年度指標 42.0

類似団体平均 44.8 類似団体平均 61.7

指標の説明

行政コスト計算書で算出される行政コストを住民基
本台帳人口で除して住民一人当たり行政コストとす
ることにより、行政活動の効率性を見ることができま
す。

一般会計等について、人口の減（△0.40％）に対し、特別定額給付金給付事業を実施したこと等に伴い
純行政コストが433億円の増（＋39.98％）となったことから、指標は前年度対比で11.4万円の増となりまし
た。
本市指標は、一般会計等・市全体とも類似団体平均を大きく下回っており、効率的な行政活動ができて

いると分析できます。

⑤ 将来世代負担比率

指標の分析

指標の分析

一般会計等について、特例地方債を除く地方債残高が17億円の増（＋3.62％）となったのに対し、有形・
無形固定資産合計が19億円の増（＋0.37％）であったことから、指標は前年度対比0.3％上昇しました。
本市指標は、一般会計等・市全体とも類似団体平均を大きく下回っており、借金に頼らない健全な資産

形成ができていると分析できます。

÷ 有形・無形固定資産合計 ）
（3.7～35.0） （7.6～43.2）

（34.8～56.2） （50.9～78.7）

指標の説明

有形固定資産などの社会資本等に対して、将来の
償還等が必要な負債による調達割合（公共資産等
形成充当負債の割合）を算定することにより、社会資
本等形成に係る将来世代の負担の程度を把握する
ことができます。
（地方債残高から控除する特例地方債について

は、臨時財政特例債・減税補塡債・臨時税収補塡
債・臨時財政対策債・減収補塡債特例分とします。）
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単位：万円

⑦ 住民一人当たり負債額 一般会計等 21.9 市全体 70.3
（ 負債合計 ÷ 住民基本台帳人口 ) 前年度指標 21.7 前年度指標 69.2

類似団体平均 43.2 類似団体平均 81.5

単位：百万円

⑧ 基礎的財政収支 一般会計等 1,520 市全体 5,353
（ 業務活動収支（支払利息支出を除く） 前年度指標 △5,085 前年度指標 △7,351

類似団体平均 1,231 類似団体平均 6,990

（17.2～74.0） （40.7～138.1）

＋ 投資活動収支(基金積立・取崩を除く) ）
（△14,234～16,267） （△7,930～18,665）

指標の分析

一般会計等について、業務活動収支は2,370百万円の増、投資活動収支が4,235百万円の増であったこ
とから、指標は前年度対比で6,605百万円の増となりました。また、市全体では、業務活動収支が3,635百
万円の増、投資活動収支が9,069百万円の増となり、前年度対比で12,704百万円の増となりました。一般
会計等、全体とも、財務活動収支がマイナスであることから、借入に頼らず留保資金を活用して投資活動
の推進が図られたことが分析できます。
令和元年度は小中学校の空調整備等の大型事業を実施したことにより指標値がマイナスとなりました

が、令和２年度は健全な業務活動収支を背景に、積極的な投資活動を行ったうえで基礎的財政収支の
黒字を維持しており、持続可能な財政運営が実現できていると分析できます。

負債額を住民基本台帳人口で除して住民一人当
たり負債額とすることにより理解しやすい情報になる
とともに、他団体との比較が容易になります。

指標の説明

指標の分析

一般会計等において、人口の減（△0.40％）に対し負債合計が5億円の増（＋0.56％）であったことから、
指標は前年度対比で0.2万円の増となりました。
本市指標は、一般会計等・市全体とも類似団体平均を大きく下回っており健全であると分析できます。

また、住民一人当たり負債額を抑えたうえで、先述の「住民一人当たり資産額」が類似団体平均と同程度
となっていることから、過度な借金に頼らずに必要な資産形成ができていることが分析できます。

指標の説明

資金収支計算書上の業務活動収支（支払利息支
出を除く。）及び投資活動収支（基金積立金支出及
び基金取崩収入を除く。）の合算額を算出することに
より、地方債等の元利償還額を除いた歳出と、地方
債等発行収入を除いた歳入のバランスを示す指標と
なり、当該バランスが均衡している場合には、経済
成長率が長期金利を下回らない限り経済規模に対
する地方債等の比率は増加せず、持続可能な財政
運営が実現できていると捉えることができます。 -10,000
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単位：％

⑨ 受益者負担比率 一般会計等 3.6 市全体 14.9
（ 経常収益 ÷ 経常費用 ） 前年度指標 6.4 前年度指標 19.6

類似団体平均 3.7 類似団体平均 12.2

■ 総 括

指標の分析

一般会計等について、令和元年度の一時的な収入であった救急医療拠点施設整備に係る他自治体か
らの負担金収入が皆減となったこと等により、経常収益が18億円の減（△23.98％）となった一方、特別定
額給付金給付事業を実施したこと等に伴い経常費用が417億円の増（＋36.10％）となったことから指標は
前年度対比で2.8％低下しました。
また、市全体は類似団体平均を若干上回っていますが、この指標は各市の保有する施設に左右される

側面もあることから、本市の状況を考慮しながら引き続き受益者負担について検討してまいります。

本市の指標は、一般会計等・市全体とも前年度との比較において多くの指標で同程度の値を示してお
り、類似団体平均との比較においても、前年度に引き続き概ね良好であると分析しています。

純資産比率が高く、また、住民一人当たり負債額も少ないことから、地方債（借入金）に頼らない資産形
成の下、健全な財政運営ができていることが分かります。このことは、将来世代負担比率の低下にもつな
がり、将来世代への負担が少ないことも意味しています。

一方、歳入額対資産比率と受益者負担比率は大きく低下し、また、住民一人当たり行政コストは大きく
上昇しています。これは市民一人当たり10万円を支給する特別定額給付金給付事業を国費により実施し
たことによる影響が大きいものと分析しています。

資産の老朽化率である有形固定資産減価償却率は一般会計等において前年度対比1.0％の増となる
61.2％となっております。公共施設等整備費支出が159億円と積極的な投資活動が確認できるものの、減
価償却費も前年度対比8億円増の153億円となったこと等によるものです。
本指標の特性として、適切な予防保全により長寿命化を図っても指標が上昇する傾向があり、このこと

は類似団体平均値も同傾向で上昇していることから全国共通の課題と考えられます。本市においては、
指標値を注視しながら、施設の老朽化対策として、引き続き岡崎市公共施設等総合管理計画に沿った取
り組みを行ってまいります。

長引くコロナ禍による指標値への影響も生じておりますが、今後も本市の健全な財政運営を維持しなが
ら、市民の皆様の安全安心を守る施策の推進に努めてまいります。

（2.2～8.4） （4.1～25.1）

指標の説明

行政コスト計算書の経常収益は、使用料・手数料
など行政サービスに係る受益者負担の金額を表す
ため、これを経常費用と比較することにより、行政
サービス提供に対する直接的な負担の割合を算出
することができます。
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【様式第1号】

（単位：千円）

科目名 金額 科目名 金額

【資産の部】 【負債の部】

固定資産 551,109,331 固定負債 73,771,481

有形固定資産 512,485,164 地方債 55,714,953

事業用資産 264,938,251 長期未払金 3,696,248

土地 145,137,387 退職手当引当金 13,983,703

立木竹 976,142 損失補償等引当金 1,992

建物 201,797,174 その他 374,585

建物減価償却累計額 -105,690,418 流動負債 10,748,071

工作物 47,943,385 １年内償還予定地方債 6,647,315

工作物減価償却累計額 -29,133,286 未払金 340,167

船舶 - 未払費用 -

船舶減価償却累計額 - 前受金 20,000

浮標等 - 前受収益 -

浮標等減価償却累計額 - 賞与等引当金 1,373,055

航空機 - 預り金 2,181,671

航空機減価償却累計額 - その他 185,863

その他 - 負債合計 84,519,552

その他減価償却累計額 - 【純資産の部】

建設仮勘定 3,907,867 固定資産等形成分 563,215,882

インフラ資産 243,703,485 余剰分（不足分） -74,480,319

土地 111,332,365

建物 12,008,525

建物減価償却累計額 -6,897,302

工作物 361,772,021

工作物減価償却累計額 -239,910,932

その他 -

その他減価償却累計額 -

建設仮勘定 5,398,808

物品 14,455,084

物品減価償却累計額 -10,611,656

無形固定資産 700,180

ソフトウェア 700,180

その他 -

投資その他の資産 37,923,987

投資及び出資金 23,257,185

有価証券 1,010,873

出資金 22,246,312

その他 -

投資損失引当金 -

長期延滞債権 1,259,786

長期貸付金 179,399

基金 12,868,370

減債基金 -

その他 12,868,370

その他 454,487

徴収不能引当金 -95,240

流動資産 22,145,784

現金預金 9,405,424

未収金 661,805

短期貸付金 49,844

基金 12,056,707

財政調整基金 12,056,707

減債基金 -

棚卸資産 -

その他 25,416

徴収不能引当金 -53,412 純資産合計 488,735,563

資産合計 573,255,115 負債及び純資産合計 573,255,115

岡崎市一般会計等貸借対照表
（令和3年3月31日現在）
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【様式第2号】

（単位：千円）

岡崎市一般会計等行政コスト計算書
自 令和2年4月1日
至 令和3年3月31日

科目名 金額

経常費用 157,128,312

業務費用 66,414,655

人件費 23,336,563

職員給与費 19,864,273

賞与等引当金繰入額 1,373,055

退職手当引当金繰入額 1,244,796

その他 854,439

物件費等 41,824,987

物件費 25,153,832

維持補修費 1,377,156

減価償却費 15,293,999

その他 -

その他の業務費用 1,253,105

支払利息 228,449

徴収不能引当金繰入額 148,643

その他 876,013

移転費用 90,713,657

補助金等 59,835,954

社会保障給付 23,483,441

他会計への繰出金 7,302,840

その他 91,422

経常収益 5,621,213

使用料及び手数料 1,787,184

その他 3,834,029

純経常行政コスト 151,507,099

臨時損失 161,429

災害復旧事業費 56,485

資産除売却損 102,928

投資損失引当金繰入額 -

損失補償等引当金繰入額 1,472

その他 158

純行政コスト 151,628,273

その他 544

臨時利益 40,255

資産売却益 40,097
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【様式第3号】

（単位：千円）

科目名 合計 固定資産等形成分 余剰分(不足分)

前年度末純資産残高 486,156,327 561,163,525 -75,007,198

純行政コスト（△） -151,628,273 -151,628,273

財源 154,181,258 154,181,258

税収等 83,789,268 83,789,268

国県等補助金 70,391,990 70,391,990

本年度差額 2,552,985 2,552,985

固定資産等の変動（内部変動） 2,026,106 -2,026,106

有形固定資産等の増加 18,095,009 -18,095,009

有形固定資産等の減少 -16,204,615 16,204,615

貸付金・基金等の増加 9,207,490 -9,207,490

貸付金・基金等の減少 -9,071,778 9,071,778

資産評価差額 - -

無償所管換等 26,251 26,251

その他 - - -

本年度純資産変動額 2,579,236 2,052,357 526,879

本年度末純資産残高 488,735,563 563,215,882 -74,480,319

岡崎市一般会計等純資産変動計算書
自 令和2年4月1日
至 令和3年3月31日
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【様式第4号】

（単位：千円）

岡崎市一般会計等資金収支計算書
自 令和2年4月1日
至 令和3年3月31日

科目名 金額

【業務活動収支】

業務支出 141,670,116

業務費用支出 50,955,748

人件費支出 23,342,829

物件費等支出 26,530,988

支払利息支出 228,449

その他の支出 853,482

移転費用支出 90,714,368

補助金等支出 59,835,954

社会保障給付支出 23,483,441

他会計への繰出支出 7,302,840

その他の支出 92,133

業務収入 156,064,829

税収等収入 83,537,508

国県等補助金収入 66,870,087

使用料及び手数料収入 1,799,295

その他の収入 3,857,939

臨時支出 154,401

災害復旧事業費支出 56,485

その他の支出 97,916

臨時収入 -

業務活動収支 14,240,312

【投資活動収支】

投資活動支出 25,010,521

公共施設等整備費支出 15,934,420

基金積立金支出 7,486,342

投資及び出資金支出 667,491

貸付金支出 922,268

その他の支出 -

投資活動収入 12,503,400

国県等補助金収入 3,521,903

基金取崩収入 7,927,744

貸付金元金回収収入 955,802

資産売却収入 62,535

その他の収入 35,416

投資活動収支 -12,507,121

【財務活動収支】

財務活動支出 6,800,850

地方債償還支出 6,280,475

その他の支出 520,375

財務活動収入 5,977,000

地方債発行収入 5,977,000

前年度末歳計外現金残高 2,171,656

本年度歳計外現金増減額 10,015

本年度末歳計外現金残高 2,181,671

本年度末現金預金残高 9,405,424

その他の収入 -

財務活動収支 -823,850

本年度資金収支額 909,341

前年度末資金残高 6,314,412

本年度末資金残高 7,223,753
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１ 重要な会計方針

(1) 有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法
① 有形固定資産・・・・・・・・・・・・・・・・・・取得原価

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。
ア 昭和59年度以前に取得したもの・・・・・・・再調達原価

ただし、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。
イ 昭和60年度以後に取得したもの

取得原価が判明しているもの・・・・・・・・取得原価
取得原価が不明なもの・・・・・・・・・・・再調達原価
ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。

② 無形固定資産・・・・・・・・・・・・・・・・・・取得原価
ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。

取得原価が判明しているもの・・・・・・・・・・取得原価
取得原価が不明なもの・・・・・・・・・・・・・再調達原価

ただし、適切な対価を支払わずに取得したもの（受贈等）については、原則として再調達原価としています。

(2) 有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法
① 満期保有目的以外の有価証券・・・・・・・・・・・取得原価
② 出資金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・出資金額

(3) 有形固定資産等の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資産を除きます。）・・・・・定額法

主な耐用年数は次のとおりです。
建物 8年～50年
工作物 5年～60年
物品 2年～15年

② 無形固定資産（リース資産を除きます。）・・・・・定額法
主な耐用年数は次のとおりです。

ソフトウェア 5年
③ リース資産（リース期間が１年以内のリース取引、物品及びソフトウェアの計上基準を満たさないもののみで構

成されるリース取引並びにリース契約１件あたりのリース料総額が300万円以下のリース取引を除きます。）
ア 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

・・・・・自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法
イ 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

・・・・・リース期間を耐用年数とし、残存価値をゼロとする定額法

(4) 引当金の計上基準及び算定方法
① 徴収不能引当金

過去５年間の平均不納欠損率により、徴収不能見込額を計上しています。
② 退職手当引当金

期末自己都合要支給額を計上しています。
③ 損失補償等引当金

履行すべき額が確定していない損失補償債務等のうち、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に規定する将
来負担比率の算定に含めた将来負担額を計上しています。

④ 賞与等引当金
翌年度６月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見込額について、それぞれ

本会計年度の期間に対応する部分を計上しています。

(5) リース取引の処理方法
① ファイナンス・リース取引

ア ファイナンス・リース取引（リース期間が１年以内のリース取引、物品及びソフトウェアの計上基準を満たさ
ないもののみで構成されるリース取引並びにリース契約１件あたりのリース料総額が300万円以下のリース取引
を除きます。）

通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。
イ ア以外のファイナンス・リース取引

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。
② オペレーティング・リース取引

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。

(6) 資金収支計算書における資金の範囲
現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物（岡崎市公金保管・運用基準において歳計現金等の保管方法とし

て規定した預金等をいいます。）なお、現金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資金の
受払いを含んでいます。

岡崎市一般会計等財務書類に係る注記
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(7) その他財務書類作成のための基本となる重要な事項
① 物品及びソフトウェアの計上基準

物品については、取得価額又は見積価額が50万円（美術品は300万円）以上の場合に資産として計上しています。
ソフトウェアについても物品の取扱いに準じています。

(8) 消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込み方式によっています。

２ 重要な会計方針の変更等
該当事項はありません。

３ 重要な後発事象
該当事項はありません。

４ 偶発債務

(1) 保証債務及び損失補償債務負担の状況

損失補償等引当金 貸借対照表
計上額 未計上額

岡崎市土地開発公社 0千円 1,032,192千円 1,032,192千円
愛知県信用保証協会 1,992千円 66,948千円 68,940千円

計 1,992千円 1,099,140千円 1,101,132千円

５ 追加情報

(1) 財務書類の内容を理解するために必要と認められる事項
① 対象範囲

一般会計等財務書類の対象範囲は次のとおりです。
一般会計
継続契約集合支払特別会計
額田北部診療所特別会計
こども発達医療センター特別会計
岡崎駅東土地区画整理事業清算金特別会計
母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計

② 一般会計等と普通会計の対象範囲の差異
一般会計等の対象範囲から駐車場事業を除き、後期高齢者医療特別会計のうち法定外の健康診査に係る経費等を

加えたものが普通会計の対象範囲です。
③ 出納整理期間

地方自治法第235条の５に基づき出納整理期間が設けられている会計においては、出納整理期間における現金の
受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としています。

④ 表示単位未満の処理
原則として千円未満を四捨五入して表示しているため、合計金額等が一致しない場合があります。

⑤ 地方公共団体の財政の健全化に関する法律における健全化判断比率の状況
実質赤字比率 実質赤字額なし
連結実質赤字比率 実質赤字額なし
実質公債費比率 △0.6％
将来負担比率 将来負担額なし

⑥ 利子補給等に係る債務負担行為の翌年度以降の支出予定額 5,254,995千円
⑦ 繰越事業に係る将来の支出予定額 3,942,242千円

(2) 貸借対照表に係る事項
① 売却可能資産の範囲及び内訳

ア 範囲
令和３年度予算において、財産収入として措置されている公共資産

イ 内訳
事業用資産 181,124千円

土地 181,124千円
令和３年３月31日時点における売却可能価額を記載しています。
売却可能価額は令和３年度予算において、財産収入として措置されている価額によっています。

② 基金借入金（繰替運用）
基金借入金（繰替運用）はありません。

③ 地方交付税措置のある地方債のうち、将来の普通交付税の算定基礎である基準財政需要額に含まれることが見
込まれる金額 32,530,865千円

団体名

履行すべき額が確定していない

総 額
損失補償債務等
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④ 地方公共団体の財政の健全化に関する法律における将来負担比率の算定要素
標準財政規模 77,737,003千円
元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 6,764,107千円
将来負担額 130,673,652千円
充当可能基金額 26,382,612千円
特定財源見込額 50,762,148千円
地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額 70,406,363千円

⑤ 地方自治法第234条の３に基づく長期継続契約で貸借対照表に計上されたリース債務金額 543,752千円
⑥ 事業用資産の建物のうち6,235,854千円（取得価額7,021,117千円、減価償却累計額785,263千円）は、PFI事業に

係る資産が計上されています。

(3) 純資産変動計算書に係る事項
純資産における固定資産等形成分及び余剰分（不足分）の内容
① 固定資産等形成分

固定資産の額に流動資産における短期貸付金及び基金を加えた額を計上しています。
② 余剰分（不足分）

純資産合計額のうち、固定資産等形成分を差し引いた金額を計上しています。

(4) 資金収支計算書に係る事項
① 基礎的財政収支 1,520,238千円
② 既存の決算情報との関連性

収入（歳入） 支出（歳出）
178,148,931千円 170,969,073千円

210,710千円 166,815千円
△3,814,412千円 2,500,000千円
174,545,229千円 173,635,888千円

地方自治法第233条第１項に基づく歳入歳出決算書は「一般会計」を対象範囲としているのに対し、資金収支計算
書は「一般会計等」を対象範囲としているため、歳入歳出決算書と資金収支計算書は一部の特別会計（継続契約集
合支払特別会計、額田北部診療所特別会計、こども発達医療センター特別会計、岡崎駅東土地区画整理事業清算金
特別会計及び母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計）の分だけ相違します。

また、前年度繰越金の分が収入（歳入）と、地方自治法第233条の２の規定による基金繰入額の分が支出（歳出）
とそれぞれ相違します。

③ 資金収支計算書の業務活動収支と純資産変動計算書の本年度差額との差額の内訳
資金収支計算書

業務活動収支 14,240,312千円
投資活動収入の国県等補助金収入 3,521,903千円
未収債権、未払債務等の増減額 154,990千円
減価償却費 △15,293,999千円
賞与等引当金の増減額 △153,500千円
退職手当引当金の増減額 159,766千円
徴収不能引当金の増減額 △12,758千円
損失補償等引当金の増減額 △898千円
資産除売却損益 △62,831千円

純資産変動計算書の本年度差額 2,552,985千円
④ 一時借入金

資金収支計算書上、一時借入金の増減額は含まれていません。
なお、一時借入金の限度額は次のとおりです。

一時借入金の限度額 5,000,000千円
⑤ 重要な非資金取引（いずれも令和２年度末時点での額を記載しています。）

新たに計上したファイナンス・リース取引に係る資産及び負債の額 355,133千円
新たに計上したPFIにより取得した資産に係る資産及び負債の額 904,143千円

財務書類の対象となる会計の範囲の相違に伴う差額

歳入歳出決算書

資金収支計算書

区 分

繰越金に伴う差額等
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)

取
得

単
価

(D
)

取
得

原
価

(A
)
X
(D
)

(E
)

評
価

差
額

(C
)
-
(E
)

(F
)

(参
考
)財

産
に
関

す
る

調
書

記
載
額

な
し

合
計

市
場
価
格

の
な
い
も
の

の
う
ち
連
結

対
象

団
体
に
対
す
る
も
の

(単
位
：
千
円

)

相
手

先
名

出
資

金
額

(貸
借

対
照

表
計

上
額
)

(A
)

資
産

(B
)

負
債

(C
)

純
資

産
額

(B
)
-
(C
)

(D
)

資
本

金
(E
)

出
資
割

合
(%
)

(A
)
/
(E
)

(F
)

実
質
価

額
(D
)
X
(F
)

(G
)

投
資

損
失
引

当
金

計
上
額

(H
)

(参
考
)財

産
に
関

す
る

調
書
記

載
額

岡
崎
市
土

地
開

発
公
社

9
,0
0
0

1
,6
9
7
,4
3
5

1
,5
8
9
,6
0
5

1
0
7
,8
3
0

1
0
,0
0
0

9
0
.0
%

9
7
,0
4
7

-
9
,0
0
0

株
式
会
社

岡
崎

情
報
開

発
セ
ン
タ
ー

4
5
,0
0
0

1
8
1
,5
1
6

4
9
,1
2
3

1
3
2
,3
9
3

9
0
,0
0
0

5
0
.0
%

6
6
,1
9
7

-
4
5
,0
0
0

株
式
会
社

岡
崎

さ
く
ら
電
力

5
,1
0
0

2
5
2
,3
3
2

2
6
7
,8
5
9

-
1
5
,5
2
7

1
0
,0
0
0

5
1
.0
%

0
-

5
,1
0
0

社
会
福
祉

法
人

岡
崎
市

福
祉

事
業
団

3
,0
0
0

3
,3
8
6
,0
6
0

7
2
8
,0
9
2

2
,6
5
7
,9
6
8

3
,0
0
0

1
0
0
.0
%

2
,6
5
7
,9
6
8

-
3
,0
0
0

公
益
財
団

法
人

岡
崎
幸

田
勤

労
者
共

済
会

1
8
,0
0
0

1
1
0
,3
8
5

2
1
,2
4
3

8
9
,1
4
2

2
2
,5
0
0

8
0
.0
%

7
1
,3
1
4

-
1
8
,0
0
0

公
益
財
団

法
人

岡
崎
学

校
給

食
協
会

1
0
,0
0
0

3
0
3
,2
9
6

2
9
3
,2
9
6

1
0
,0
0
0

1
0
,0
0
0

1
0
0
.0
%

1
0
,0
0
0

-
1
0
,0
0
0

公
益
財
団

法
人

岡
崎
市

ス
ポ
ー
ツ
協

会
1
0
,0
0
0

1
3
0
,9
6
2

7
9
,7
8
6

5
1
,1
7
7

4
5
,0
0
0

2
2
.2
%

1
1
,3
6
1

-
1
0
,0
0
0

病
院
事
業

会
計

9
,8
8
0
,9
8
6

3
3
,9
3
3
,8
8
5

2
5
,4
2
8
,9
7
0

8
,5
0
4
,9
1
5

1
2
,0
7
0
,6
4
7

1
0
0
.0
%

8
,5
0
4
,9
1
5

-
－

水
道
事
業

会
計

1
0
,4
2
2
,2
4
6

8
9
,2
4
3
,8
2
0

4
2
,6
0
9
,0
8
8

4
6
,6
3
4
,7
3
2

4
3
,4
8
8
,8
4
0

1
0
0
.0
%

4
6
,6
3
4
,7
3
2

-
－

下
水
道
事

業
会

計
1
,7
5
7
,7
5
7

1
5
2
,8
7
4
,7
0
9

1
1
5
,7
4
9
,9
9
1

3
7
,1
2
4
,7
1
8

3
6
,3
7
6
,8
6
5

1
0
0
.0
%

3
7
,1
2
4
,7
1
8

-
－

合
計

2
2
,1
6
1
,0
8
9

9
5
,1
7
8
,2
5
2

-
1
0
0
,1
0
0

※
病
院
事

業
会

計
、
水

道
事

業
会
計

及
び
下
水

道
事

業
会
計

の
資

本
金
は

出
資

に
よ
ら
な
い
変

動
を
含

ん
で
い
る
た
め
、
出
資

割
合

は
上
表

の
出

資
金
額

を
資
本

金
で
除
し
た
値

と
一
致
し
な
い
。

市
場
価
格

の
な
い
も
の

の
う
ち
連
結

対
象

団
体
以

外
に
対
す
る
も
の

(単
位

：
千

円
)

相
手

先
名

出
資

金
額

(A
)

資
産

(B
)

負
債

(C
)

純
資

産
額

(B
)
-
(C
)

(D
)

資
本

金
(E
)

出
資
割

合
(%
)

(A
)
/
(E
)

(F
)

実
質
価

額
(D
)
X
(F
)

(G
)

強
制
評
価

減
(H
)

貸
借
対

照
表

計
上
額

(A
)
-
(H
)

(I
)

(参
考

)財
産
に
関
す
る

調
書

記
載

額

愛
知
環
状

鉄
道

株
式
会

社
7
4
2
,3
0
0

1
1
,6
1
7
,6
4
3

2
,4
3
8
,8
6
5

9
,1
7
8
,7
7
8

9
,4
7
5
,3
0
0

7
.8
%

7
1
5
,9
4
5

-
7
4
2
,3
0
0

7
4
2
,3
0
0

ミ
ク
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株

式
会
社

2
0
0
,0
0
0

7
,0
2
7
,2
0
8

5
3
2
,8
8
1

6
,4
9
4
,3
2
6

2
,2
3
3
,0
0
0

9
.0
%

5
8
4
,4
8
9

-
2
0
0
,0
0
0

2
0
0
,0
0
0

株
式
会
社

エ
フ
エ
ム
岡
崎

2
,4
0
0

2
3
,4
0
7

1
8
,9
2
1

4
,4
8
7

5
2
,7
5
0

4
.5
%

2
0
2

2
,1
9
8

2
0
2

2
,4
0
0

名
古
屋
競

馬
株

式
会
社

1
7
,2
7
1

5
1
,7
8
0
,8
2
2

7
3
6
,0
3
7

5
1
,0
4
4
,7
8
5

4
1
3
,9
9
4

4
.2
%

2
,1
4
3
,8
8
1

-
1
7
,2
7
1

1
7
,2
7
1

株
式
会
社

総
合

開
発
機

構
1
,0
0
0

1
1
,5
3
0
,9
0
3

5
,7
4
0
,1
9
7

5
,7
9
0
,7
0
6

2
,5
0
0
,0
0
0

0
.0
%

0
-

1
,0
0
0

1
,0
0
0

公
益
財
団

法
人

矢
作
川

水
源

基
金

4
6
,7
7
4

9
7
7
,3
5
6

5
3
9

9
7
6
,8
1
8

－
5
.2
%

5
0
,7
9
5

-
4
6
,7
7
4

4
6
,7
7
4

一
般
財
団

法
人

地
域
活

性
化

セ
ン
タ
ー

3
5
0

4
,5
9
2
,1
1
6

2
4
7
,4
9
8

4
,3
4
4
,6
1
8

－
0
.0
%

0
-

3
5
0

3
5
0

公
益
財
団

法
人

暴
力
追

放
愛

知
県
民

会
議

7
,0
7
0

1
,5
9
5
,4
7
3

1
3
,5
6
6

1
,5
8
1
,9
0
7

－
0
.5
%

7
,9
1
0

-
7
,0
7
0

7
,0
7
0

公
益
財
団

法
人

愛
知
県

国
際

交
流
協

会
5
7
0

4
0
0
,2
7
1

5
0
,5
8
5

3
4
9
,6
8
6

－
0
.2
%

6
9
9

-
5
7
0

5
7
0

愛
知
県
信

用
保

証
協
会

1
6
,1
6
7

2
,6
6
3
,2
1
9
,5
5
5

2
,5
1
8
,5
6
2
,7
0
5

1
4
4
,6
5
6
,8
5
0

－
0
.1
%

1
4
4
,6
5
7

-
1
6
,1
6
7

1
6
,1
6
7

公
益
財
団

法
人

愛
知
県

林
業

振
興
基

金
3
9
,0
1
4

2
,8
6
7
,4
3
3

1
1
,7
9
4

2
,8
5
5
,6
3
9

－
1
.3
%

3
7
,1
2
3

-
3
9
,0
1
4

3
9
,0
1
4

豊
田
森
林

組
合

4
1
,1
3
5
,2
5
6

4
3
1
,1
9
0

7
0
4
,0
6
6

－
0
.0
%

0
-

4
4

岡
崎
森
林

組
合

9
9
4

3
4
9
,5
3
4

9
4
,8
0
2

2
5
4
,7
3
2

－
0
.7
%

1
,7
8
3

-
9
9
4

9
9
4

新
城
森
林

組
合

3
0

4
7
0
,6
4
9

1
4
3
,0
5
1

3
2
7
,5
9
8

－
0
.0
%

0
-

3
0

3
0

公
益
財
団

法
人

リ
バ

ー
フ
ロ
ン
ト
研
究

所
2
,0
0
0

2
,0
9
0
,3
3
2

4
8
7
,3
3
2

1
,6
0
3
,0
0
0

－
0
.1
%

1
,6
0
3

-
2
,0
0
0

2
,0
0
0

一
般
財
団

法
人

砂
防
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
整
備
推

進
機

構
3
5
0

2
,7
4
5
,3
0
3

6
5
6
,6
4
5

2
,0
8
8
,6
5
8

－
0
.1
%

2
,0
8
9

-
3
5
0

3
5
0

一
般
財
団

法
人

愛
知
県

建
築

住
宅
セ
ン
タ
ー

1
,0
0
0

1
,2
1
2
,7
0
0

3
1
7
,8
1
9

8
9
4
,8
8
1

－
1
.0
%

8
,9
4
9

-
1
,0
0
0

1
,0
0
0

地
方
公
共

団
体

金
融
機

構
2
1
,0
0
0

2
4
,8
5
7
,6
0
6
,0
0
0

2
4
,5
1
6
,9
8
5
,0
0
0

3
4
0
,6
2
1
,0
0
0

－
0
.1
%

3
4
0
,6
2
1

-
2
1
,0
0
0

2
1
,0
0
0

合
計

1
,0
9
8
,2
9
4

4
,0
4
0
,7
4
6

2
,1
9
8

1
,0
9
6
,0
9
6

1
,0
9
8
,2
9
4

※
株
式
会

社
エ
フ
エ
ム
岡

崎
の
出

資
金

額
は
過

年
度

の
評
価

減
後

の
金
額

を
記
載

し
て
い
る
た
め
、
出
資

割
合

は
上
表

の
出

資
金
額

を
資
本

金
で
除
し
た
値

と
一
致
し
な
い
。

※ ※ ※ ※
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④
基
金

の
明
細

(単
位

：
千

円
)

種
類

現
金
預
金

有
価
証
券

土
地

そ
の

他
合

計
(貸

借
対
照

表
計

上
額

)
(参

考
)財

産
に
関
す
る

調
書
記

載
額

財
政
調

整
基
金

1
2
,0
5
6
,7
0
7

-
-

-
1
2
,0
5
6
,7
0
7

8
,0
6
6
,6
1
7

公
共
施

設
保
全
整
備
基

金
5
,3
9
2
,9
2
6

-
-

-
5
,3
9
2
,9
2
6

4
,5
6
9
,0
3
1

さ
く
ら
基

金
3
2
,2
0
0

-
-

-
3
2
,2
0
0

2
8
,1
7
0

防
犯
対

策
基
金

1
1
,6
4
3

-
-

-
1
1
,6
4
3

4
,9
1
8

福
祉
基

金
1
3
8
,1
2
7

-
-

-
1
3
8
,1
2
7

1
3
5
,3
8
1

ふ
る
さ
と
農

村
活
性
化
対
策

基
金

7
,2
6
7

-
-

-
7
,2
6
7

7
,2
6
6

家
康
公

観
光
振
興
基
金

3
9
,0
3
1

-
-

-
3
9
,0
3
1

1
8
,9
1
1

東
岡
崎

駅
周
辺
地
区
整

備
基
金

2
,3
1
0
,9
4
8

-
-

-
2
,3
1
0
,9
4
8

2
,3
0
8
,7
2
4

公
園
施

設
整
備
基
金

2
,7
2
3
,0
4
1

-
-

-
2
,7
2
3
,0
4
1

2
,7
1
9
,2
8
6

文
化
施

設
整
備
基
金

7
4
8
,9
1
2

-
-

-
7
4
8
,9
1
2

7
4
8
,9
1
2

美
術
博

物
館
等
整
備
基

金
9
6
4
,2
7
5

-
-

-
9
6
4
,2
7
5

9
6
0
,9
9
5

土
地
開

発
基
金

-
-

-
5
0
0
,0
0
0

5
0
0
,0
0
0

5
0
0
,0
0
0

合
計

2
4
,4
2
5
,0
7
7

-
-

5
0
0
,0
0
0

2
4
,9
2
5
,0
7
7

2
0
,0
6
8
,2
1
1
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⑤
貸
付
金

の
明
細

(単
位
：
千
円
)

貸
借
対
照
表

計
上
額

徴
収
不
能
引
当
金
計
上
額

貸
借
対
照
表
計
上
額

徴
収
不
能
引
当
金
計
上
額

奨
学
資
金

貸
付
金
（
入
学
準

備
金
含
む
）

9
2
,9
3
1

-
2
3
,0
7
7

-
1
1
6
,0
0
8

母
子
父
子

寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金

8
6
,4
6
8

-
2
6
,7
6
7

-
1
1
3
,2
3
5

合
計

1
7
9
,3
9
9

-
4
9
,8
4
4

-
2
2
9
,2
4
3

相
手
先
名
ま
た
は

種
別

長
期
貸
付
金

短
期
貸
付
金

(参
考
)

貸
付
金
計
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⑥
長
期
延

滞
債
権
の
明
細

(単
位
：
千
円
)

⑦
未
収
金
の
明
細

(単
位
：
千
円
)

相
手
先
名
ま
た
は
種
別

貸
借
対
照
表
計
上
額

徴
収
不
能
引
当
金
計
上
額

相
手
先
名
ま
た
は
種
別

貸
借
対
照
表
計
上
額

徴
収
不
能
引
当
金
計
上
額

【
貸
付
金
】

【
貸
付
金
】

奨
学
資
金

貸
付
金

3
,2
7
7

-
奨
学
資
金
貸
付
金

8
2
3

-

母
子
父
子

寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金

8
,3
7
8

8
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金

4
4
9

-

小
計

1
1
,6
5
5

8
小
計

1
,2
7
2

-

【
未
収
金
】

【
未
収
金
】

税
等
未
収

金
1
,0
3
1
,1
7
8

8
2
,0
0
8

税
等
未
収
金

5
9
3
,5
0
3

4
9
,6
8
5

そ
の
他
の

未
収
金

-
-

そ
の
他
の
未
収
金

-
-

分
担
金
及

び
負
担
金

1
9
,4
9
9

3
,0
6
1

分
担
金
及
び
負
担
金

2
,0
3
9

3
2
0

使
用
料
及

び
手
数
料

5
7
,5
8
8

2
,8
2
2

使
用
料
及
び
手
数
料

1
0
,3
6
3

5
0
8

財
産
収
入

1
6
0

7
6

財
産
収
入

1
3
7

6
5

諸
収
入
（
貸
付
金
除
く
）

1
3
9
,7
0
6

7
,2
6
5

諸
収
入
（
貸
付
金
除
く
）

5
4
,4
9
1

2
,8
3
4

小
計

1
,2
4
8
,1
3
1

9
5
,2
3
2

小
計

6
6
0
,5
3
3

5
3
,4
1
2

合
計

1
,2
5
9
,7
8
6

9
5
,2
4
0

合
計

6
6
1
,8
0
5

5
3
,4
1
2
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⑵
負
債

項
目
の

明
細

①
地
方

債
（
借
入
先

別
）
の
明

細
(単

位
：
千

円
)

う
ち
1
年

内
償
還

予
定

う
ち
共

同
発
行

債
う
ち
住

民
公

募
債

【
通

常
分
】

一
般

公
共
事

業
1
2
,4
0
9
,8
4
3

9
0
1
,9
0
1

9
,9
2
9
,0
6
3

1
,3
5
5
,6
6
7

8
,0
0
0

8
2
3
,5
9
6

-
-

-
2
9
3
,5
1
7

公
営

住
宅
建

設
3
,5
7
0
,5
5
2

1
7
6
,0
9
6

2
,7
8
8
,0
4
0

6
4
0
,3
6
6

-
-

-
-

-
1
4
2
,1
4
6

災
害

復
旧

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

教
育

・
福

祉
施

設
1
4
,1
7
8
,9
2
0

1
,7
1
7
,6
7
7

9
,6
2
3
,2
2
1

-
1
,1
3
8
,7
5
0

2
,5
3
7
,0
7
5

-
-

-
8
7
9
,8
7
4

一
般

単
独
事

業
1
3
,7
4
2
,6
9
0

1
,4
1
0
,1
3
7

7
1
,4
1
9

2
,7
2
1
,0
2
6

1
,6
8
5
,1
2
5

6
,3
7
7
,3
8
1

-
-

-
2
,8
8
7
,7
3
9

そ
の
他

3
,3
6
6
,3
4
6

5
0
0
,8
2
8

2
,2
9
5
,7
4
6

-
4
2
,0
0
0

4
3
5
,7
5
0

-
-

-
5
9
2
,8
5
0

【
特

別
分
】

臨
時

財
政
対

策
債

1
3
,7
7
7
,1
0
5

1
,6
5
4
,0
7
6

1
2
,3
0
1
,1
6
0

-
1
5
,2
8
9

2
2
0
,7
7
3

-
-

-
1
,2
3
9
,8
8
3

減
税

補
て
ん
債

9
5
6
,8
1
2

2
8
6
,6
0
0

1
9
6
,4
8
6

-
-

-
-

-
-

7
6
0
,3
2
6

退
職

手
当
債

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

そ
の
他

3
6
0
,0
0
0

-
3
6
0
,0
0
0

-
-

-
-

-
-

-

合
計

6
2
,3
6
2
,2
6
8

6
,6
4
7
,3
1
5

3
7
,5
6
5
,1
3
5

4
,7
1
7
,0
5
9

2
,8
8
9
,1
6
4

1
0
,3
9
4
,5
7
5

-
-

-
6
,7
9
6
,3
3
5

市
場
公

募
債

そ
の

他
種
類

地
方

債
等

残
高

政
府

資
金

地
方
公

共
団
体

金
融

機
構

市
中
銀

行
そ
の

他
の

金
融

機
関
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②
地
方
債

等
（
利
率
別
）
の
明

細
(単

位
：
千
円
)

地
方
債
等
残
高

1
.5
%
以
下

1
.5
%
超

2
.0
%
以
下

2
.0
%
超

2
.5
%
以
下

2
.5
%
超

3
.0
%
以
下

3
.0
%
超

3
.5
%
以
下

3
.5
%
超

4
.0
%
以
下

4
.0
%
超

(参
考
)

加
重
平
均

利
率

6
2
,3
6
2
,2
6
8

5
7
,9
1
4
,9
1
6

3
,6
4
2
,9
4
7

5
2
8
,4
5
1

2
6
8
,6
7
1

-
-

7
,2
8
3

0
.2
4
%

③
地
方
債

等
（
返
済
期
間
別
）
の
明
細

(単
位
：
千
円
)

地
方
債
等
残
高

1
年
以
内

1
年
超

2
年
以
内

2
年
超

3
年
以
内

3
年
超

4
年
以
内

4
年
超

5
年
以
内

5
年
超

1
0
年
以
内

1
0
年
超

6
2
,3
6
2
,2
6
8

6
,6
4
7
,3
1
5

7
,2
2
5
,5
5
0

6
,8
3
8
,5
3
4

6
,4
7
9
,1
5
0

5
,8
8
3
,5
9
9

2
1
,6
8
6
,4
6
2

7
,6
0
1
,6
5
8

④
特
定
の

契
約
条
項
が
付
さ
れ

た
地
方
債
の
概
要

(単
位
：
千
円
)

特
定
の
契
約
条
項
が

付
さ
れ
た
地
方
債
等
残
高

な
し

契
約
条

項
の
概
要
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⑤
引
当
金

の
明
細

(単
位
：
千
円
)

目
的
使
用

そ
の
他

徴
収
不
能

引
当
金

1
3
5
,8
9
4

1
4
8
,6
4
3

1
3
5
,7
2
7

1
5
8

1
4
8
,6
5
2

退
職
手
当

引
当
金

1
4
,1
4
3
,4
6
9

1
,2
4
4
,7
9
6

1
,4
0
4
,5
6
2

-
1
3
,9
8
3
,7
0
3

損
失
補
償

等
引
当
金

1
,0
9
4

1
,4
7
2

5
7
4

-
1
,9
9
2

賞
与
等
引

当
金

1
,2
1
9
,5
5
5

1
,3
7
3
,0
5
5

1
,2
1
9
,5
5
5

-
1
,3
7
3
,0
5
5

合
計

1
5
,5
0
0
,0
1
2

2
,7
6
7
,9
6
6

2
,7
6
0
,4
1
8

1
5
8

1
5
,5
0
7
,4
0
2

区
分

前
年
度
末
残
高

本
年
度
増
加
額

本
年
度
末
残
高

本
年
度
減
少
額
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２
．
行
政

コ
ス
ト
計
算

書
の
内

容
に
関

す
る
明
細

⑴
補

助
金
等

の
明
細

(単
位
：
千
円
)

区
分

名
称

相
手

先
金
額

支
出
目
的

岡
崎
駅
南

土
地
区

画
整
理

事
業
費

補
助
金

土
地
区
画

整
理
組

合
1
5
1
,6
0
8
土
地
区

画
整

理
事
業
に
対

す
る
支

援

岡
崎
公
園

前
駅
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
整
備

事
業
費

補
助
金

鉄
道
事
業

者
9
9
,1
2
4
鉄
道
駅

の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化

に
対
す
る
支
援

私
立
保
育

園
園
舎

建
替
等

事
業
費

補
助
金

民
間
事
業

者
9
8
,0
1
0
私
立
保

育
園

園
舎
の
整

備
に
対

す
る
支
援

北
岡
崎
駅

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
整

備
事
業

費
補
助

金
鉄

道
事
業

者
6
3
,0
0
0
鉄
道
駅

の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化

に
対
す
る
支
援

老
人
福
祉

施
設
整

備
事
業

費
補
助

金
民

間
事
業

者
5
9
,7
2
8
老
人
福

祉
施

設
等
の
整

備
に
対

す
る
支
援

地
区
集
会

施
設
整

備
事
業

費
補
助

金
町

内
会

3
8
,1
7
3
集
会
施

設
の

整
備
に
対

す
る
支
援

そ
の

他
4
8
3
,0
5
0

計
9
9
2
,6
9
3

特
別
定
額

給
付
金

市
民

3
8
,6
2
7
,9
0
0
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

経
済
対

策
に
お
け
る
市

民
生
活

支
援

私
立
保
育

園
等
施

設
型
給

付
費

私
立
保
育

園
運
営

費
補
助

金
私

立
保
育

園
2
,8
1
5
,1
9
7
私
立
保

育
園

の
運
営
費

等
に
対

す
る
支
援

後
期
高
齢

者
医
療

療
養
給

付
費
負

担
金

後
期
高
齢

者
広
域

連
合

2
,7
6
0
,8
8
3
後
期
高

齢
者

の
医
療
に
係

る
負
担
金

子
育
て
支

援
施
設

等
利
用

給
付
費

市
民

1
,5
3
0
,8
6
0
私
立
幼

稚
園

の
保
育
料

等
に
対

す
る
支
援

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対

策
協
力

金
民

間
事
業

者
9
8
6
,7
0
0
愛
知
県

感
染

防
止
対
策

協
力
金

支
給
対

象
外
の

市
内
民

間
事
業

者
に
対
す
る
支
援

岡
崎
市
学

校
給
食

運
営
費

補
助
金

学
校
給
食

協
会

6
4
8
,4
7
8
学
校
給

食
協

会
の
運
営

費
等
に
対

す
る
支
援

子
育
て
世

帯
へ
の

臨
時
特

別
給
付

金
市

民
5
2
2
,3
6
0
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

経
済
対

策
に
お
け
る
子

育
て
世

帯
の
生

活
支
援

そ
の

他
1
0
,9
5
0
,8
8
3

計
5
8
,8
4
3
,2
6
1

合
計

5
9
,8
3
5
,9
5
4

他
団

体
へ
の

公
共
施

設
等
整

備
補
助

金
等

(所
有

外
資
産

分
)

そ
の
他

の
補
助

金
等
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３
．
純
資
産
変
動
計
算
書
の
内

容
に
関
す
る
明
細

⑴
財
源
の

明
細

(単
位
：
千
円
)

会
計

区
分

金
額

7
0
,4
3
0
,0
5
3

9
6
4
,4
7
6

4
0
3
,3
6
1

8
,2
3
8
,0
1
3 -

5
5
3
,4
5
8

2
1
9
,7
5
2

9
6
1
,1
2
6

2
,0
1
9
,0
2
9

8
3
,7
8
9
,2
6
8

国
庫
支
出
金

2
,6
8
1
,9
1
3

県
支
出
金

8
3
9
,9
9
0

計
3
,5
2
1
,9
0
3

国
庫
支
出
金

5
8
,5
0
1
,8
1
8

県
支
出
金

8
,3
6
8
,2
6
9

計
6
6
,8
7
0
,0
8
7

7
0
,3
9
1
,9
9
0

1
5
4
,1
8
1
,2
5
8

財
源
の
内
容

一
般
会
計
等

税
収
等

市
税

地
方
譲
与
税

そ
の
他

小
計

国
県
等
補
助
金

資
本
的

補
助
金

経
常
的

補
助
金

小
計

合
計

配
当
割
交
付
金

分
担
金
及
び
負
担
金

地
方
消
費
税
交
付
金

自
動
車
取
得
税
交
付
金

地
方
特
例
交
付
金

地
方
交
付
税
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⑵
財
源
情
報
の
明

細
（
単
位
：
千
円
）

純
行

政
コ
ス
ト

1
5
1
,6
2
8
,2
7
3

6
6
,8
7
0
,0
8
7

1
0
,0
0
0

6
0
,1
7
2
,5
9
9

2
4
,5
7
5
,5
8
7

有
形

固
定

資
産

等
の

増
加

1
8
,0
9
5
,0
0
9

3
,5
2
1
,9
0
3

5
,7
7
4
,0
0
0

6
,1
6
1
,7
8
3

2
,6
3
7
,3
2
3

貸
付

金
・
基

金
等

の
増

加
9
,2
0
7
,4
9
0

-
1
9
3
,0
0
0

8
,9
9
0
,0
8
1

2
4
,4
0
9

そ
の

他
-

-
-

-
-

合
計

1
7
8
,9
3
0
,7
7
2

7
0
,3
9
1
,9
9
0

5
,9
7
7
,0
0
0

7
5
,3
2
4
,4
6
3

2
7
,2
3
7
,3
1
9

区
分

金
額

内
訳

国
県

等
補

助
金

地
方

債
等

税
収

等
そ
の

他
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４
．
資
金
収
支
計
算
書
の
内
容

に
関
す
る
明
細

⑴
資
金
の

明
細

(単
位
：
千
円
)

種
類

本
年
度
末
残
高

要
求
払
預
金

7
,2
2
3
,7
5
3

合
計

7
,2
2
3
,7
5
3
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【様式第1号】

（単位：千円）

科目名 金額 科目名 金額

【資産の部】 【負債の部】

固定資産 782,861,859 固定負債 245,857,013

有形固定資産 755,269,646 地方債等 148,328,497

事業用資産 284,344,841 長期未払金 3,696,248

土地 147,960,049 退職手当引当金 18,737,960

立木竹 976,142 損失補償等引当金 1,992

建物 239,125,214 その他 75,092,316

建物減価償却累計額 -127,727,925 流動負債 25,659,655

工作物 50,474,323 １年内償還予定地方債等 13,381,414

工作物減価償却累計額 -30,416,849 未払金 7,121,138

船舶 - 未払費用 -

船舶減価償却累計額 - 前受金 20,000

浮標等 - 前受収益 -

浮標等減価償却累計額 - 賞与等引当金 2,206,299

航空機 - 預り金 2,181,671

航空機減価償却累計額 - その他 749,133

その他 - 負債合計 271,516,668

その他減価償却累計額 - 【純資産の部】

建設仮勘定 3,953,887 固定資産等形成分 795,644,978

インフラ資産 463,205,396 余剰分（不足分） -227,501,397

土地 117,541,888 他団体出資等分 -

建物 22,376,368

建物減価償却累計額 -9,304,666

工作物 625,219,614

工作物減価償却累計額 -314,879,577

その他 21,872,980

その他減価償却累計額 -10,290,500

建設仮勘定 10,669,289

物品 25,511,864

物品減価償却累計額 -17,792,455

無形固定資産 6,980,770

ソフトウェア 897,018

その他 6,083,752

投資その他の資産 20,611,443

投資及び出資金 1,896,196

有価証券 1,710,873

出資金 185,323

その他 -

投資損失引当金 -

長期延滞債権 2,520,481

長期貸付金 265,523

基金 14,150,275

減債基金 -

その他 14,150,275

その他 2,150,674

徴収不能引当金 -371,706

流動資産 56,798,390

現金預金 36,984,087

未収金 2,631,965

短期貸付金 50,781

基金 12,732,338

財政調整基金 12,732,338

減債基金 -

棚卸資産 3,123,634

その他 1,481,374

徴収不能引当金 -205,789

繰延資産 - 純資産合計 568,143,581

資産合計 839,660,249 負債及び純資産合計 839,660,249

岡崎市全体貸借対照表
（令和3年3月31日現在）
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【様式第2号】

（単位：千円）

岡崎市全体行政コスト計算書
自 令和2年4月1日
至 令和3年3月31日

科目名 金額

経常費用 243,528,681

業務費用 107,323,039

人件費 36,385,522

職員給与費 29,116,326

賞与等引当金繰入額 2,158,986

退職手当引当金繰入額 1,762,414

その他 3,347,796

物件費等 66,452,948

物件費 39,381,277

維持補修費 2,292,318

減価償却費 24,752,858

その他 26,495

その他の業務費用 4,484,569

支払利息 1,756,910

徴収不能引当金繰入額 501,177

その他 2,226,482

移転費用 136,205,642

補助金等 71,101,856

社会保障給付 65,007,864

他会計への繰出金 -

その他 95,922

経常収益 36,295,708

使用料及び手数料 31,415,161

その他 4,880,547

純経常行政コスト 207,232,973

臨時損失 1,122,515

災害復旧事業費 56,485

資産除売却損 959,935

損失補償等引当金繰入額 1,472

その他 104,623

純行政コスト 207,862,450

臨時利益 493,038

資産売却益 41,119

その他 451,919
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【様式第3号】

（単位：千円）

科目名 合計 固定資産等形成分 余剰分(不足分) 他団体出資等分

前年度末純資産残高 565,028,630 790,669,217 -225,640,587 -

純行政コスト（△） -207,862,450 -207,862,450 -

財源 209,088,577 209,088,577 -

税収等 107,964,948 107,964,948 -

国県等補助金 101,123,629 101,123,629 -

本年度差額 1,226,127 1,226,127 -

固定資産等の変動（内部変動） -1,609,712 1,609,712

有形固定資産等の増加 25,970,351 -25,970,351

有形固定資産等の減少 -25,894,127 25,894,127

貸付金・基金等の増加 9,450,147 -9,450,147

貸付金・基金等の減少 -11,136,083 11,136,083

資産評価差額 - -

無償所管換等 1,888,824 1,888,824

他団体出資等分の増加 - -

他団体出資等分の減少 - -

比例連結割合変更に伴う差額 - - - -

その他 - 4,696,649 -4,696,649

本年度純資産変動額 3,114,951 4,975,761 -1,860,810 -

本年度末純資産残高 568,143,581 795,644,978 -227,501,397 -

岡崎市全体純資産変動計算書
自 令和2年4月1日
至 令和3年3月31日
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【様式第4号】

（単位：千円）

岡崎市全体資金収支計算書
自 令和2年4月1日
至 令和3年3月31日

科目名 金額

【業務活動収支】

業務支出 218,949,787

業務費用支出 82,512,621

人件費支出 36,359,681

物件費等支出 41,470,121

支払利息支出 1,756,897

その他の支出 2,925,922

移転費用支出 136,437,166

補助金等支出 71,332,670

社会保障給付支出 65,007,864

他会計への繰出支出 -

その他の支出 96,632

業務収入 241,290,704

税収等収入 107,413,707

国県等補助金収入 97,508,858

使用料及び手数料収入 31,463,309

その他の収入 4,904,830

臨時支出 258,480

災害復旧事業費支出 56,485

その他の支出 201,995

臨時収入 451,761

業務活動収支 22,534,198

【投資活動収支】

投資活動支出 34,842,129

公共施設等整備費支出 25,867,482

基金積立金支出 7,940,029

投資及び出資金支出 100,000

貸付金支出 934,618

その他の支出 -

投資活動収入 16,384,664

国県等補助金収入 5,546,817

基金取崩収入 8,420,285

貸付金元金回収収入 959,686

資産売却収入 64,039

その他の収入 1,393,837

投資活動収支 -18,457,465

【財務活動収支】

財務活動支出 13,417,385

地方債等償還支出 12,857,520

その他の支出 559,865

財務活動収入 11,488,929

地方債等発行収入 11,078,000

その他の収入 410,929

財務活動収支 -1,928,456

本年度資金収支額 2,148,277

前年度末資金残高 32,654,139

比例連結割合変更に伴う差額 -

本年度末資金残高 34,802,416

前年度末歳計外現金残高 2,171,656

本年度歳計外現金増減額 10,015

本年度末歳計外現金残高 2,181,671

本年度末現金預金残高 36,984,087
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１ 重要な会計方針

(1) 有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法
① 有形固定資産・・・・・・・・・・・・・・・・・・取得原価

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。
ア 昭和59年度以前に取得したもの・・・・・・・再調達原価

ただし、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。
イ 昭和60年度以後に取得したもの

取得原価が判明しているもの・・・・・・・・取得原価
取得原価が不明なもの・・・・・・・・・・・再調達原価
ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。

なお、公営企業会計については、原則として取得原価としています。
② 無形固定資産・・・・・・・・・・・・・・・・・・取得原価

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。
取得原価が判明しているもの・・・・・・・・・・取得原価
取得原価が不明なもの・・・・・・・・・・・・・再調達原価
なお、公営企業会計については、原則として取得原価としています。

ただし、適切な対価を支払わずに取得したもの（受贈等）については、原則として再調達原価としています。

(2) 有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法
① 満期保有目的有価証券・・・・・・・・・・・・・・償却原価法（定額法）
② 満期保有目的以外の有価証券・・・・・・・・・・・取得原価
③ 出資金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・出資金額

(3) 棚卸資産の評価基準及び評価方法
① 貯蔵品（病院事業会計）・・・・・・・・・・・・・先入先出法による原価法
② 貯蔵品（水道事業会計）・・・・・・・・・・・・・移動平均法による原価法

(4) 有形固定資産等の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資産を除きます。）・・・・・定額法

主な耐用年数は次のとおりです。
建物 8年～50年
工作物 5年～60年
物品 2年～15年

② 無形固定資産（リース資産を除きます。）・・・・・定額法
主な耐用年数は次のとおりです。

ソフトウェア 5年
その他（施設利用権） 50年

③ リース資産（リース期間が１年以内のリース取引、物品及びソフトウェアの計上基準を満たさないもののみで構
成されるリース取引、リース契約１件あたりのリース料総額が300万円以下のリース取引並びに公営企業会計におけ
る所有権移転外ファイナンス・リース取引を除きます。）
ア 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

・・・・・自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法
イ 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

・・・・・リース期間を耐用年数とし、残存価値をゼロとする定額法

(5) 引当金の計上基準及び算定方法
① 徴収不能引当金

過去の平均不納欠損率により（又は個別に回収可能性を検討し）、徴収不能見込額を計上しています。
② 退職手当引当金

期末自己都合要支給額を計上しています。
③ 損失補償等引当金

履行すべき額が確定していない損失補償債務等のうち、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に規定する将
来負担比率の算定に含めた将来負担額を計上しています。

④ 賞与等引当金
翌年度６月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見込額について、それぞれ

本会計年度の期間に対応する部分を計上しています。

(6) リース取引の処理方法
① ファイナンス・リース取引

ア ファイナンス・リース取引（リース期間が１年以内のリース取引、物品及びソフトウェアの計上基準を満たさ
ないもののみで構成されるリース取引、リース契約１件あたりのリース料総額が300万円以下のリース取引並び
に公営企業会計における所有権移転外ファイナンス・リース取引を除きます。）

通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。
イ ア以外のファイナンス・リース取引

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。
② オペレーティング・リース取引

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。

岡崎市全体財務書類に係る注記
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(7) 全体資金収支計算書における資金の範囲
現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物（岡崎市公金保管・運用基準において歳計現金等の保管方法と

して規定した預金等をいいます。）なお、現金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資金
の受払いを含んでいます。

(8) 消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によっています。
ただし、公営企業会計については、税抜方式によっています。

２ 重要な会計方針の変更等
該当事項はありません。

３ 重要な後発事象
該当事項はありません。

４ 偶発債務

(1) 保証債務及び損失補償債務負担の状況

損失補償等引当金 貸借対照表
計上額 未計上額

一般会計 岡崎市土地開発公社 0千円 1,032,192千円 1,032,192千円
一般会計 愛知県信用保証協会 1,992千円 66,948千円 68,940千円

1,992千円 1,099,140千円 1,101,132千円

５ 追加情報

(1) 財務書類の内容を理解するために必要と認められる事項
① 対象範囲

区分 連結の方法 比例連結割合
特別会計 全部連結 －
特別会計 全部連結 －
特別会計 全部連結 －
特別会計 全部連結 －
特別会計 全部連結 －
特別会計 全部連結 －
特別会計 全部連結 －
特別会計 全部連結 －
特別会計 全部連結 －
特別会計 全部連結 －

地方公営企業会計 全部連結 －
地方公営企業会計 全部連結 －
地方公営企業会計 全部連結 －

連結の方法は次のとおりです。
特別会計は全て全部連結の対象としています。
地方公営企業会計は全て全部連結の対象としています。

② 出納整理期間
地方自治法第235条の５に基づき出納整理期間が設けられている会計においては、出納整理期間における現金の

受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としています。
なお、出納整理期間を設けていない会計と出納整理期間を設けている会計との間で、出納整理期間内に現金の受

払いがあった場合は、現金の受払い等が終了したものとして調整しています。
③ 表示単位未満の処理

原則として千円未満を四捨五入して表示しているため、合計金額等が一致しない場合があります。

阿知和地区工業団地造成事業特別会計

水道事業会計
下水道事業会計

農業集落排水事業特別会計
国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
病院事業会計

団体（会計）名
継続契約集合支払特別会計
額田北部診療所特別会計
こども発達医療センター特別会計

母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計
岡崎駅東土地区画整理事業清算金特別会計

計

団体名

履行すべき額が確定していない

総 額
損失補償債務等

会計名
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【様式第1号】

（単位：千円）

科目名 金額 科目名 金額

【資産の部】 【負債の部】

固定資産 786,655,394 固定負債 246,455,187

有形固定資産 757,223,082 地方債等 148,330,499

事業用資産 285,507,459 長期未払金 3,696,248

土地 148,532,242 退職手当引当金 19,276,644

立木竹 1,214,634 損失補償等引当金 1,992

建物 239,805,003 その他 75,149,804

建物減価償却累計額 -128,062,236 流動負債 27,611,795

工作物 50,482,426 １年内償還予定地方債等 14,493,607

工作物減価償却累計額 -30,418,497 未払金 7,840,224

船舶 - 未払費用 2,360

船舶減価償却累計額 - 前受金 20,285

浮標等 - 前受収益 -

浮標等減価償却累計額 - 賞与等引当金 2,313,130

航空機 - 預り金 2,189,905

航空機減価償却累計額 - その他 752,284

その他 - 負債合計 274,066,982

その他減価償却累計額 - 【純資産の部】

建設仮勘定 3,953,887 固定資産等形成分 799,438,514

インフラ資産 463,943,021 余剰分（不足分） -225,352,036

土地 118,279,513 他団体出資等分 118,921

建物 22,376,368

建物減価償却累計額 -9,304,666

工作物 625,219,614

工作物減価償却累計額 -314,879,577

その他 21,872,980

その他減価償却累計額 -10,290,500

建設仮勘定 10,669,289

物品 25,635,031

物品減価償却累計額 -17,862,429

無形固定資産 7,003,923

ソフトウェア 919,753

その他 6,084,170

投資その他の資産 22,428,389

投資及び出資金 1,797,813

有価証券 1,706,765

出資金 91,048

その他 -

投資損失引当金 -

長期延滞債権 2,570,380

長期貸付金 267,559

基金 15,999,729

減債基金 -

その他 15,999,729

その他 2,164,614

徴収不能引当金 -371,706

流動資産 61,616,987

現金預金 41,129,717

未収金 2,933,039

短期貸付金 50,781

基金 12,732,338

財政調整基金 12,732,338

減債基金 -

棚卸資産 3,124,829

その他 1,852,211

徴収不能引当金 -205,928

繰延資産 - 純資産合計 574,205,399

資産合計 848,272,381 負債及び純資産合計 848,272,381

岡崎市連結貸借対照表
（令和3年3月31日現在）
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【様式第2号】

（単位：千円）

純行政コスト 237,877,214

臨時利益 493,038

資産売却益 41,119

その他 451,919

資産除売却損 959,936

損失補償等引当金繰入額 1,472

その他 106,344

純経常行政コスト 237,246,015

臨時損失 1,124,237

災害復旧事業費 56,485

経常収益 39,687,752

使用料及び手数料 31,403,825

その他 8,283,927

社会保障給付 102,168,201

他会計への繰出金 -

その他 365,655

その他 2,676,214

移転費用 165,030,375

補助金等 62,496,519

その他の業務費用 4,934,405

支払利息 1,757,000

徴収不能引当金繰入額 501,191

維持補修費 2,370,843

減価償却費 24,795,770

その他 920,198

その他 4,023,870

物件費等 68,215,613

物件費 40,128,802

職員給与費 30,608,116

賞与等引当金繰入額 2,265,818

退職手当引当金繰入額 1,855,570

経常費用 276,933,767

業務費用 111,903,392

人件費 38,753,374

岡崎市連結行政コスト計算書
自 令和2年4月1日
至 令和3年3月31日

科目名 金額
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【様式第3号】

（単位：千円）

科目名 合計 固定資産等形成分 余剰分(不足分) 他団体出資等分

前年度末純資産残高 569,562,925 793,193,859 -223,777,862 146,928

純行政コスト（△） -237,877,214 -237,877,214 -

財源 240,626,142 240,626,142 -

税収等 112,774,322 112,774,322 -

国県等補助金 127,851,820 127,851,820 -

本年度差額 2,748,928 2,748,928 -

固定資産等の変動（内部変動） -405,723 405,723

有形固定資産等の増加 27,247,939 -27,247,939

有形固定資産等の減少 -25,958,564 25,958,564

貸付金・基金等の増加 9,596,638 -9,596,638

貸付金・基金等の減少 -11,291,736 11,291,736

資産評価差額 -5,216 -5,216

無償所管換等 1,888,952 1,888,952

他団体出資等分の増加 -1,648 1,648

他団体出資等分の減少 29,655 -29,655

比例連結割合変更に伴う差額 9,811 69,993 -60,182 -

その他 -1 4,696,649 -4,696,650

本年度純資産変動額 4,642,474 6,244,655 -1,574,174 -28,007

本年度末純資産残高 574,205,399 799,438,514 -225,352,036 118,921

岡崎市連結純資産変動計算書
自 令和2年4月1日
至 令和3年3月31日
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【様式第4号】

（単位：千円）

本年度末資金残高 38,948,046

前年度末歳計外現金残高 2,171,655

本年度歳計外現金増減額 10,016

本年度末歳計外現金残高 2,181,671

本年度末現金預金残高 41,129,717

その他の収入

財務活動収支

本年度資金収支額 4,081,215

前年度末資金残高 34,857,618

比例連結割合変更に伴う差額 9,213

財務活動支出

地方債等償還支出

その他の支出

財務活動収入

地方債等発行収入

貸付金元金回収収入

資産売却収入

その他の収入

投資活動収支

【財務活動収支】

貸付金支出

その他の支出

投資活動収入

国県等補助金収入

基金取崩収入

【投資活動収支】

投資活動支出

公共施設等整備費支出

基金積立金支出

投資及び出資金支出

臨時支出

災害復旧事業費支出

その他の支出

臨時収入

業務活動収支

業務収入

税収等収入

国県等補助金収入

使用料及び手数料収入

その他の収入

移転費用支出

補助金等支出

社会保障給付支出

他会計への繰出支出

その他の支出

業務費用支出

人件費支出

物件費等支出

支払利息支出

その他の支出

岡崎市連結資金収支計算書
自 令和2年4月1日
至 令和3年3月31日

科目名 金額

【業務活動収支】

業務支出
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１ 重要な会計方針

(1) 有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法
① 有形固定資産・・・・・・・・・・・・・・・・・・取得原価

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。
ア 昭和59年度以前に取得したもの・・・・・・・再調達原価

ただし、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。
イ 昭和60年度以後に取得したもの

取得原価が判明しているもの・・・・・・・・取得原価
取得原価が不明なもの・・・・・・・・・・・再調達原価
ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。

なお、連結対象団体（会計）については、原則として取得原価としています。
② 無形固定資産・・・・・・・・・・・・・・・・・・取得原価

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。
取得原価が判明しているもの・・・・・・・・・・取得原価
取得原価が不明なもの・・・・・・・・・・・・・再調達原価
なお、連結対象団体（会計）については、原則として取得原価としています。

ただし、適切な対価を支払わずに取得したもの（受贈等）については、原則として再調達原価としています。

(2) 有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法
① 満期保有目的有価証券・・・・・・・・・・・・・・償却原価法（定額法）
② 満期保有目的以外の有価証券・・・・・・・・・・・取得原価

ただし、一部の連結対象団体については、市場価格等に基づく時価法に基づく時価法としています。
③ 出資金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・出資金額

(3) 棚卸資産の評価基準及び評価方法
① 貯蔵品（病院事業会計）・・・・・・・・・・・・・先入先出法による原価法
② 貯蔵品（水道事業会計）・・・・・・・・・・・・・移動平均法による原価法

ただし、一部の連結対象団体については、個別法による原価法又は最終仕入原価法による原価法としています。

(4) 有形固定資産等の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資産を除きます。）・・・・・定額法

主な耐用年数は次のとおりです。
建物 8年～50年
工作物 5年～60年
物品 2年～15年

ただし、一部の連結対象団体については、定率法によっています。
② 無形固定資産（リース資産を除きます。）・・・・・定額法

主な耐用年数は次のとおりです。
ソフトウェア 5年
その他（施設利用権） 50年

③ リース資産（リース期間が１年以内のリース取引、物品及びソフトウェアの計上基準を満たさないもののみで構
成されるリース取引、リース契約１件あたりのリース料総額が300万円以下のリース取引並びに一部の連結対象団体
（会計）における所有権移転外ファイナンス・リース取引を除きます。）
ア 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

・・・・・自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法
イ 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

・・・・・リース期間を耐用年数とし、残存価値をゼロとする定額法

(5) 引当金の計上基準及び算定方法
① 徴収不能引当金

過去の平均不納欠損率により（又は個別に回収可能性を検討し）、徴収不能見込額を計上しています。
ただし、一部の連結対象団体については、法人税法に規定する法定繰入率に基づく繰入限度額によっています。

② 退職手当引当金
期末自己都合要支給額を計上しています。

③ 損失補償等引当金
履行すべき額が確定していない損失補償債務等のうち、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に規定する将

来負担比率の算定に含めた将来負担額を計上しています。
④ 賞与等引当金

翌年度に支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見込額について、それぞれ本
会計年度の期間に対応する部分を計上しています。

(6) リース取引の処理方法
① ファイナンス・リース取引

ア ファイナンス・リース取引（リース期間が１年以内のリース取引、物品及びソフトウェアの計上基準を満たさ
ないもののみで構成されるリース取引、リース契約１件あたりのリース料総額が300万円以下のリース取引並びに
一部の連結対象団体（会計）における所有権移転外ファイナンス・リース取引を除きます。）

通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。
イ ア以外のファイナンス・リース取引

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。

岡崎市連結財務書類に係る注記
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② オペレーティング・リース取引
通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。

(7) 連結資金収支計算書における資金の範囲
現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物（容易に換金可能であり、かつ、価値変動が僅少なもので、流動

性の高い投資をいます。ただし、岡崎市の会計においては、岡崎市公金保管・運用基準において歳計現金等の保管方
法として規定した預金等としています。）

なお、現金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資金の受払いを含んでいます。

(8) 消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によっています。
ただし、一部の連結対象団体（会計）については、税抜方式によっています。

(9) 連結対象団体の決算日が一般会計等と異なる場合の処理
決算日と連結決算日の差異が３か月を超えない連結対象団体については当該連結対象団体の決算を基礎として連結

手続を行っていますが、決算日と連結決算日との間に生じた重要な取引については連結上必要な調整を行っています。

２ 重要な会計方針の変更等
該当事項はありません。

３ 重要な後発事象
該当事項はありません。

４ 偶発債務

(1) 保証債務及び損失補償債務負担の状況

損失補償等引当金 貸借対照表
計上額 未計上額

一般会計 愛知県信用保証協会 1,992千円 66,948千円 68,940千円
1,992千円 66,948千円 68,940千円

５ 追加情報

(1) 財務書類の内容を理解するために必要と認められる事項
① 対象範囲

区分 連結の方法 比例連結割合
特別会計 全部連結 －
特別会計 全部連結 －
特別会計 全部連結 －
特別会計 全部連結 －
特別会計 全部連結 －
特別会計 全部連結 －
特別会計 全部連結 －
特別会計 全部連結 －
特別会計 全部連結 －
特別会計 全部連結 －

地方公営企業会計 全部連結 －
地方公営企業会計 全部連結 －
地方公営企業会計 全部連結 －

一部事務組合・広域連合 比例連結 79.06％
一部事務組合・広域連合 比例連結 一般会計 4.50％

特別会計 4.49％
地方三公社 全部連結 －

第三セクター等 全部連結 －
第三セクター等 全部連結 －
第三セクター等 全部連結 －
第三セクター等 全部連結 －
第三セクター等 全部連結 －
第三セクター等 全部連結 －
第三セクター等 全部連結 －

連結の方法は次のとおりです。
特別会計は全て全部連結の対象としています。
地方公営企業会計は全て全部連結の対象としています。

公益財団法人岡崎市学校給食協会

社会福祉法人岡崎市福祉事業団
社会福祉法人岡崎市社会福祉協議会
公益財団法人岡崎幸田勤労者共済会

株式会社岡崎情報開発センター

農業集落排水事業特別会計
国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計

公益財団法人岡崎市スポーツ協会

水道事業会計
下水道事業会計

愛知県後期高齢者医療広域連合
岡崎市額田郡模範造林組合

岡崎市土地開発公社

株式会社岡崎さくら電力

病院事業会計

計

会計名等 団体名

履行すべき額が確定していない

総 額
損失補償債務等

阿知和地区工業団地造成事業特別会計

団体（会計）名
継続契約集合支払特別会計
額田北部診療所特別会計
こども発達医療センター特別会計

母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計
岡崎駅東土地区画整理事業清算金特別会計
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一部事務組合・広域連合は、各構成団体の経費負担割合等に基づき比例連結の対象としています。
岡崎市額田郡模範造林組合 比例連結割合・・・79.06％
愛知県後期高齢者医療広域連合 比例連結割合・・・一般会計4.50％ 特別会計4.49％

地方三公社は、全て全部連結の対象としています。
第三セクター等は、出資割合等が50％を超える団体（出資割合等が50％以下であっても業務運営に実質的に主導

権な立場を確保している団体を含みます。）を全部連結の対象としています。
② 出納整理期間

地方自治法第235条の５に基づき出納整理期間が設けられている会計においては、出納整理期間における現金の
受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としています。

なお、出納整理期間を設けていない会計と出納整理期間を設けている会計との間で、出納整理期間内に現金の受
払いがあった場合は、現金の受払い等が終了したものとして調整しています。

③ 表示単位未満の処理
原則として千円未満を四捨五入して表示しているため、合計金額等が一致しない場合があります。
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